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「これからの峰友会活動に新しい風、
新しい光を期待しています」

峰友会　会長　丸　野　俊　一
　一日ごとに秋の深まりを感じ
る今日この頃。会員の皆様にお

かれましてはご健勝のことと存じます。
　平素より、峰友会の諸活動にご理解とご支援を賜
りありがとうございます。
　今年３月11日に発生しました東日本大震災により、
峰友会員の中で被災された方がおられるのか調査が
できていないのですが、お亡くなりになられた方、
被害にあわれた皆様に心からお悔やみとお見舞いを
申しあげるとともに、ご遺族に哀悼の意を表します。
　さて、表題にも掲げておりますが、峰友会活動も
昭和54（1979）年の設立から、しばらくの間の停滞
期を経て、平成９（1997）年度に名称が『峰友会』
に決まり、平成11（1999）年度に会報名称が『峰友
通信』と決まり、以来今回で第15号の発行となりま
した。平成17（2005）年度には学校の創立30周年記

念行事に合わせて、峰友会も大きなパーティを開き、
平成21（2009）年度には同窓会創立30周年記念イベ
ントも開催してきました。
　平成８（1996）年から２年に一度、定期的に開催
している『総会・懇親会パーティ』も昨年第８回を
終え、私自身も今期で就任16年となりました。
　役員一同、コツコツと活動を続けておりますが、
いま新しい風を期待しています。11月に16年ぶりに

「理事会」を開催し、理事の皆さんからいろいろなご
意見をお伺いし、新しい風、新しい光が放たれるこ
とを期待しています。
　末筆になりましたが、会員の皆様の益々のご健康
とご多幸を、そしていろいろな場面でご活躍されま
すことを心よりお祈りいたしております。これから
も峰友会の諸活動に変わらぬご理解をよろしくお願
いいたします。

　川西明峰高等学校同窓会の皆
様におかれましては、益々お元
気でご活躍のことと拝察いたし

ます。本校も、はや開校以来36回目の生徒を迎え、
第一期生におかれましては、すでに「天命」を知り、
人生の年輪を感じる世代となっております。
　さて、本校では、昨年度、オーストラリア（タス
マニア州）のオギルビーハイスクール（女子校）及
びニュータウンハイスクール（男子校）の２校と姉
妹校提携をしました。そして本年度、13名の生徒が、
12日間という短い期間ですが、現地を訪れ語学研修

を行いました。この研修は、本校の教育に特色を持
たせるための一環として実施しましたが、まだまだ
その成果は未知数です。生徒たちの確かな育ちを得
るために、今後とも教職員が心を一つにして、熱き
心を持って本校の教育に取り組んでまいります。ど
うか諸先輩方の今後より一層の本校へのご支援・ご
助力を賜りますようお願い申し上げます。
　なお、本校の日々の様子は、下記のホームページ
で紹介しておりますので是非一度ご覧下さい。

（http://www.hyogo-c.ed.jp/˜meiho-hs/）

同窓会の皆様へ
校　長　阿　部　彰　宏
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　今年度も新入生（36回生）が７クラス入学となり、

全校生徒760名余りで４月のスタートとなりました。

３年前の入試制度の改変によりかつての総合選抜制

度から特色選抜入試（２月実施）と複数志願選抜入

試（３月実施）を経験した学年が全学年と揃いました。

　本校の特色選抜は入学後は国際情報類型（国公立

文系大学・外国語系大学・情報系大学進学希望者を

対象にした類型）のカリキュラムで学習を進めてい

き、各自の進路実現を目指していきます。その他の

類型としては、自己探求類型（私立文系大学・短大・

専門学校進学・就職を目指す類型）、自然科学類型（国

公立理系大学・私立理系大学・看護系大学進学希望

者対象の類型）が設置されています。

　その入試制度の導入から、これまで多くを占めて

いた明峰中、川西中、川西南中出身生徒はもちろん、

清和台中、多田中出身生徒も多く入学したり、猪名

川、伊丹地区の生徒の入学も増えました。その結果、

本校への通学範囲が大きく広がりました。

　

　生徒の現況としては、まず、文化祭が、従来通り

６月中旬に実施されました。有志参加形式３年目と

なり定着した感があります。

コーラス大会は全クラス参

加ですが、展示・ステージ・

模擬店の３部門への参加は、

クラス単位でも、部活動で

も、友人同士でも参加でき

る形であり、有志参加の希

望数が年々増加しています。

生徒会の積極的なアピール

明峰高校  の 現況

平成21年度（32回生）進路状況
卒業者数 国公立大学 私立大学 短期大学 専門学校 就　職 その他 進学準備

男 109 2 55 1 19 8 4 20
女 108 2 37 21 26 9 9 4
計 217 4 92 22 45 17 13 24

平成22年度（33回生）進路状況
卒業者数 国公立大学 私立大学 短期大学 専門学校 就　職 その他 進学準備

男 113 5 60 7 13 1 9 18
女 114 0 44 16 30 5 15 4
計 227 5 104 23 43 6 24 22
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が功を奏し、３年生を中心に有志参加が多く、生徒

の意外な一面を垣間見ることができ、昨年以上の盛

り上がりを見せてくれました。今後もこの有志参加

により、やる気に満ちた文化祭が期待されます。

　また、７月末に行われました第１回オープンハイ

スクールでは670名を超える中学生の参加があり、

熱心に模擬授業や部活動体験をし、明峰高校の魅力

を感じていただきました。このことから地域からの

関心が高まっていることが感じられました。

　最後になりましたが、今後とも

母校がますます発展し、地域に愛

される学校になりますよう日々努

力を重ねて参りますので、皆様の

ご協力とご支援をよろしくお願い

いたします。

部活動・同好会加入生徒数一覧 （23. ５. １現在）

運動部（13部） 人数 文化部（９部） 人数 同好会（５部） 人数

陸 上 競 技 20 茶 華 道 15 書 道 0

野 球 28 箏 曲 3 家 庭 科 9

サ ッ カ ー 37 演 劇 26 卓 球 6

ラ グ ビ ー 19 吹 奏 楽 9 パ ソ コ ン 7

テ ニ ス 50 美 術 7 写 真 5

ハ ン ド ボ ー ル 25 放 送 7

バスケットボール 36 理 科 11

バ レ ー ボ ー ル 29 フォークソング 56

バ ド ミ ン ト ン 44 文 芸・ 漫 画 研 究 13

柔 道 5

剣 道 4

ワンダーフォ一ゲル 4

ダ ン ス 43

合　　計 344 合　　計 147 合　　計 27

　   部活動の主な成績 （平成23年２月～ 23年７月まで）

陸上競技部

県高校総体阪神地区予選会
女子　400ｍＨ          第３位
男子　走高跳　　　第４位　
男子　走幅跳　　　第５位　以上、県大会出場

県高校ユース阪神地区予選会
男子　　２年　400ｍ　　　第１位　
　　　　２年　走高跳　       第３位
　　　　１年　走幅跳　       第１位
　　　　１年　400ｍ　　　第３位
　　　　１年　800ｍ　　　第７位
女子　　２年　やり投　       第３位
　　　　２年　砲丸投　       第６位
　　　　１年　砲丸投　       第６位　　以上県大会出場

バスケットボール部
春季北阪神地区大会     男子  第５位　女子　準優勝
女子　ウインターカップ兵庫県大会　阪神地区予選会　予選突破　県大会出場

バレーボール部 女子　市内大会                        第２位
柔道部 県総体阪神地区大会  男子　団体ベスト８
ダンス部 フレンズ川西フェスティバル2011に出演
吹奏楽部 第24回定期演奏会　みつなかホールにて

放送部
全国ＮＨＫ杯兵庫県大会　ラジオドラマ部門　　　　優良賞
　　　　　　　　　　　　テレビドキュメント部門　奨励賞

書道同好会 県総合文化祭　書道部門出展　特選賞受賞
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　このたび西宮今津高校へ転勤致しま

した。保護者や地域の方々には大変お

世話になりました。全日制普通科で初

めての担任、クラブ活動、国内外への修学旅行、地域

セミナー等挙げればきりがありませんがどれも貴重な

経験です。また、熱い思いを持った明峰生と過ごした

10年間はとても充実した日々でした。本当にありがと

うございました。これからの、川西明峰高校、峰友会

の皆様のご発展をお祈り致します。

　平成22年度の１年間だけでしたが、

講師として私が初めて公立高校の教壇

に立ったのが川西明峰高校です。

　生徒たちは自然体で、とりわけ今春卒業した３年生

は高校生としての節度を保ちながら授業に臨んでくれ

ました。そして多くの先生方に支えられて勤めること

ができた１年であったと感じます。

　本当にありがとうございました。

　３年前に学校の事務長として初めて赴任し

たのが川西明峰高等学校でした。

　学校勤務からは17年間離れており、在校

生が生まれた頃以来の学校勤務だと思ったものです。

学校はご存じのとおり緑に包まれた抜群の環境にあ

り、そこに通う生徒たちも何となくのんびりしてい

るように感じましたが、文化祭・体育祭・部活動な

どの時には高校生としての一生懸命さも見ることが

できました。新米事務長として何もできませんでし

たが、職場の皆さんや同窓会の方々にも助けていた

だきながら何とか３年間が過ぎました。

　現在は、伊丹市池尻に平成24年４月開校予定の「阪

神昆陽高等学校（仮称）」の開設準備をしておりま

す。川西明峰高等学校で経験した様々な経験をこの

新設学校や今後勤めるであろう学校に活かせるよう

頑張っていきたいと思っております。

　在職中は多くの先生方に支えられ、

またご迷惑をお掛けしながら何とか

やってこれました。今思うと明峰高校

での12年間は長いようで、あっという間に過ぎ去った

時間であったように思えます。

　34回生のみなさん。卒業まで残りあとわずかとなり

ましたね。君たち一人一人の進路が実現されるよう、

陰ながらお祈りしています。頑張ってください。

　今年度の異動で、川西明峰高校を去

り、早数ヶ月が過ぎました。在職中は

本当にお世話になり、感謝しておりま

す。遅くなりましたが、この書面をお借りしてお礼申

し上げます。

　私は、この明峰高校で生徒の皆さん、そして保護者

の方々、先生方の温かさに沢山ふれることができまし

た。これからも、皆さんの温かさを胸に職務に励みた

いと思います。本当に６年間ありがとうございました。

辻　　真由美　

田　村　公　造　

　　　　上　畑　正　樹　

町　中　浩　文　

藤　原　多　恵　

異動・退職された先生からの　　　　　

　　　メ　ッ　セ　ー　ジ
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　去年１年間、明峰高校でお世話にな
りました、理科担当の大田祐樹です。
私にとって明峰は素晴らしい高校で
した。明峰の生徒は礼儀正しく、また

常に明るく、そして何事にも全力で立ち向かう生徒ば
かりでした。昼休みや下校時には世間話で盛り上がっ
たり、放課後には勉強のわからないところを先生に聞
きにきて必死に勉強したりする姿は今も記憶に鮮明に
残っています。彼らには、これからも明峰生として誇
りを持って、常に前を向き、自身の道を自身の力で突
き進んでいってほしいと心から願う限りです。

　川西明峰高校に在籍した２年間、

様々な先生に支えられ、こうして三田

西陵高校に初任として、勤務すること

ができました。２年間学年付として、進路指導にも携

わることができ、大きな経験を得ることができました。

その経験を活かし、現在三田西陵高校で楽しく仕事を

させて頂いております。

　本校に三年の間お世話になりまし

た。振り返ると、生徒にもらう毎日の

笑顔が私のエネルギーとなっていまし

た。共に笑いそして涙した事もありました。どれをとっ

ても大切な思い出です。私は今新しい環境の中、新た

な思い出となるであろう日々を悪戦苦闘しています。

皆さんが試行錯誤しながら過ごす今日一日が後に素敵

な宝物になるよう願っています。

田　代　正　幸　 大　田　祐　樹　

岡　田　和　代　

異動・退職された先生からの　　　　　

　　　メ　ッ　セ　ー　ジ

卒業クラスには男女１名ずつの「幹事」が、そして学年代表として男女１名ずつの「理事」
がおられます。このたび、久しぶりに理事会を開催いたします。理事の方には 10 月上
旬にあらためて通知しますので、ぜひご出席ください。

■ と　き  ：  平成 23 年 11 月 26 日（土）　午後２時～４時
■ 場　所  ：  母校２階の会議室にて（母校の駐車場使用可）
■ 内　容  ：  峰友会活動への提言、ホームページの活用提言など

峰友会　理事会開催のお知らせ
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　今年の四月より、縁あって、とても懐かしく

思い出深い明峰高校へ“食堂のおばちゃん”として

通っています。

　生徒の制服も変わり、電動自転車をたまに見

かけるにつけ、数十年の年月を感じずにはいら

れませんが、それでも、校舎、部室の建屋、そ

して食堂は当時のままです。

　あの頃、気楽に“おばちゃん”と声をかけ、カツ

丼や、はいからうどんを注文していた私も、今は、

“おばちゃん”と声をかけられ、笑顔で応えていま

す。

　チャイムが鳴ると一番にやってくる生徒、

いつも注文するメ

ニュー、　「ご馳走

様でした」と気持

ちよく挨拶する生

徒　等

　今、“食堂のおばちゃん”になって、生徒一人一

人を見ている私がいます。そう思うと、あの頃の、

“おばちゃん”は私をどう見てくれていたのでしょ

う？

　高校生活の良き思い出の縁の下の力持ちにな

れるよう、“食堂のおばちゃん”は頑張ります。

　高校生活で一番の

思い出は、所属して

いた陸上部で明峰初

の県駅伝大会に出場

した事です。入部した同じ学年の長距離は三人、

先輩は三年生の姉のみでした。

　駅伝は五人チームで、あと一人は三年生の短

距離の先輩が出てくれる事になりました。みん

なが同じ目標に向かっていたので、毎日充実し

ていました。『ファイツ！』をかけ声に一致団結

し、県大会出場を果たした時はとても嬉しかっ

たです。

　二年・三年でも、周りに助けられ、県大会に

出場する事ができました。

　私は行きたい大学に受かるのは厳しいと担任

に言われ、妥協しようとしていた時、顧問の先

生に『諦めずにやってみろ！』と言われ、頑張

る事にしました。

　おかげで、行きたかった学校で取得した栄養

士として、今保育園で働いています。

　あの時、楽な道へ行く事は簡単だったけど、

喝を入れてもらえて心から良かったです。先生

ありがとう！！

　これからも努力する事を忘れず、頑張ってい

こうと思います。

９回生　古　賀　佳代子

会
員
の
ペ
ー
ジ

26 回生　大　泉　絵　理

ホームページ活用のお願い
　同窓会ではホームページを開設して
おります。同窓会情報の発信を中心に
したホームページのスタイルではなく、
このホームページが文字通り「会員相
互の親睦を図るキーステーション」と
するために、会員登録制にすることで
会員限定のスペースを提供し、まずは
同期毎のフォーラム（掲示板）を立ち

上げることで、交流の広場としていた
だければと考えています。この中で、
昔懐かしい話で盛り上がっていただく
のも結構ですし、同期会、クラス会等
の案内をしていただくのも結構です。
参加の受付なども受信箱（プライベー
トメッセージ）を利用していただけれ
ば簡単に行えます。

　また、各クラブ等のＯＢ会のフォー
ラムの立ち上げもＯＢ会代表者からの
申し出により行っていきたいと考えて
います。
　ホームページは、皆様に利用していた
だくことで進化していきます。是非とも
お友達にも連絡を取り合っていただき、
このホームページを有効活用して下さい。
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　私は1976年（明峰
元年）〜 1990年の14
年間数学担当、卓球
部顧問として勤務さ
せていただきました。
　初めのうちは滝山

から、１年ほどしてから十数年間能勢口から歩
きました。40 〜 50分で学校近くになっての急
坂が大変でした。開校頃の明峰高校は道の一番
突き当たりにあり、ゴルフ場に囲まれ、まだ付
近に家は建っていませんでした。ゴルフプレー
ヤーに、通りかかった生徒が声をかけるときが
あり、プレーヤーも応じていました。
　学校の帰り、時々川西中学下の火打の住宅の
中の道を歩いて帰りました。静かで風情のある
街並みでした。（まだ残っているのかな？）次に、

開校時の明峰では、職員会議を何度も開き、学
校の諸規定を作りました。先生方の明峰に対す
る熱い思いが籠り、生徒諸君にとっては厳し目
のものになったかと思います。
　部活終了時刻になると森山良子さんの＜今日
の日はさようなら＞の曲♪いーつまでも絶える
ことなく、友達でいよう…がかかり、曲が終わっ
たとき学校内にいると、部活停止ということで、
時々着替えを持って校門を出て、門の外で着替
えている生徒がいました。明峰の生徒諸君は、
素直な人情にも篤い素晴らしい若者だったなと、
今になって思います。
　私の授業、部活顧問も生徒諸君の良さでもっ
ていたようなもので、私の40年余の教員生活の
中でも一番楽しい時でした。

　こんにちは。川西明峰高校では、平成９年度
から17年度までの９年間勤務しました、谷口で
す。現在の勤務校は、武庫荘総合高校です。
　川西明峰では、22、25回生で担任を、28回
生では学年主任を担当しました。25回生を卒業
させた後、現在まで担任から離れているので担
任での記憶が強く残っています。また、北海道・
海外（豪）修学旅行やUSJ遠足など、学校として
初めての取り組みを数多く経験してきた事が印
象に残っています。
　人間関係の面でも、川西明峰での繋がりを感
じています。川西明峰で同僚だった先生方とま

た一緒に勤務して
い ま す。 村上 先 生

（現武庫荘総合・校
長）、川村先生（現
川西緑台）、山村先生、下原先生、林先生です。
また、卒業生が教員となって、学校現場で出会
うようにもなっています。
　今の自分があるのは、川西明峰での９年間が
あったからこそだと思います。今後も川西明峰
での経験を生かして、頑張っていきたいと思い
ます。

谷　口　俊　次

髙　瀨　昌　和

恩
師
の
ペ
ー
ジ

つながろうホームページで！

懐かしい顔がすぐそばに！

まずはアクセス

  してみて下さい！ 

同期ごとのフォーラム（掲示板）

各クラブのフォーラム（掲示板）

同期会・クラス会の案内、報告

同窓生のお店紹介 …etc
http://kawanishi-meiho.net/
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平成22年度　峰友会会計決算報告書

　１　収入の部 （単位：円）
科 目 予算額（A）決算額（B）（B-A）=C  備　　　考
繰 越 金 562,138 562,138 0
会 費 1,400,000 1,135,000 △265,000 ＠5,000円×227名
繰 入 金 849,000 852,878 3,878
雑 収 入 3,000 1,604 △1,396 預金利息等

計 2,814,138 2,551,620 △262,518

　２　支出の部 （単位：円）
科 目 予算額（A）決算額（B）（A-B）=C  備　　　考
会 報 発 行 費 1,100,000 922,580 177,420
30周年記念事業費 0 0 0
総 会 費 150,000 98,245 51,755
会 議 費 100,000 72,321 27,679 役員会及び諸会議費
助 成 費 300,000 102,520 197,480 母校助成金
委 託 費 200,000 95,000 105,000 ホームページ管理費等
積 立 費 0 0 0
報 償 費 150,000 118,040 31,960 卒業記念品等
旅 費 20,000 0 20,000
事 務 費 30,000 17,640 12,360 貸金庫代
印 刷 費 30,000 11,500 18,500 入会のしおり、コピー代等
役 務 費 50,000 3,045 46,955 振込手数料、郵送料
予 備 費 684,138 0 684,138

計 2,814,138 1,440,891 1,373,247

収入合計 2,551,620円
支出合計 1,440,891円

差し引き 1,110,729円

差し引き残額　1,110,729円は、平成23年度に繰り越しいたします。

平成23年３月31日  　　　　　　

峰友会　会計　　森　田　康　裕

平成23年度　峰友会会計予算（案）

　１　収入の部 （単位：円）

科 目
当初予算額

（A-B）=C 備　　　考
23年度（A） 22年度（B）

繰 越 金 1,110,729 562,138 548,591
会 費 1,400,000 1,400,000 0 ＠5,000円×280名
繰 入 金 0 849,000 △849,000
雑 収 入 3,000 3,000 0 預金利息等

計 2,513,729 2,814,138 △300,409

　２　支出の部 （単位：円）

科 目
当初予算額

（A-B）=C 備　　　考
23年度（A） 22年度（B）

会 報 発 行 費 1,100,000 1,100,000 0
総 会 費 0 150,000 △150,000
会 議 費 100,000 100,000 0 役員会及び諸会議費

助 成 費 300,000 300,000 0 同窓会開催助成費、母
校助成金（200,000円）

委 託 費 200,000 200,000 0 ホームページ管理費等
積 立 費 0 0 0
報 償 費 150,000 150,000 0 卒業記念品等
旅 費 20,000 20,000 0 旅費
事 務 費 30,000 30,000 0 事務用品等
印 刷 費 30,000 30,000 0 入会のしおり、コピー代等
役 務 費 50,000 50,000 0 振込手数料、郵送料等
予 備 費 533,729 684,138 △150,409

計 2,513,729 2,814,138 △300,409

　兵庫県立川西明峰高校同窓会峰友会会則により実施いたし
ました、平成22年度峰友会会計監査の結果は次のとおりです。

記

１．監査実施日　　平成23年８月１日（月）
２．監査の対象　　平成22年度峰友会会計

収入済額 2,551,620円

支出済額 1,440,891円

差引残額 1,110,729円

　上記会計担当から提出された諸帳簿、預金通帳等を照合の
結果、経理は適正に処理されていたことを認めます。

　　平成22年７月23日　　　　　　　　　　　　

峰友会　会計監査　　　　　　　　　　　　

会計監査報告 記念事業積立費（特別会計）について
No　　預金額　　　　満期年月日　　　　金融機関名・種類

①　8,786,203円　平成23年９月21日
 近畿大阪銀行川西萩原出張所・定期預金

②　3,167,007円　平成23年8月23日
 川西花屋敷郵便局・定期預金

③　6,613,226円　平成23年７月12日
 池田泉州銀行川西支店・定期預金

　総計（①＋②＋③） 18,566,436円




